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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、アニオンラジカル種の発生と反応を電子の能動的制御によって実現し、幅広い電

子触媒反応を開発することを目的としている。本年度は、アニオンラジカル種が光励起されることに

よって他の分子への電子移動が促進されることを白川グループが明らかにし、これを基に、光レド

ックス触媒系によって電子触媒を供給する電子触媒クロスカップリング反応において、二波長照射

が効果的な手法であることを示した。また、安息香酸アルキルエステルの光レドックス系による 1 電

子還元で生じるアニオンラジカル種が、炭素–酸素結合のホモリシスを起こすことで簡便にアルキ

ルラジカルを発生できることを、小池グループが明らかにした。これを基に、小池グループと西形グ

ループがアルキル基のアルケンへの付加反応を、白川グループが芳香族化合物のアルキル化へ

と展開した。これら光反応の反応機構は、安倍グループによる過渡種観測によって解明された。野

上グループは、電気化学的手法あるいは小池グループが開発した光レドックス触媒系を用いた新

しいグリコシルラジカルの発生法を開発した。また、今年度後半に加わった谷口グループは、白川

グループが開発した光誘起アリール化反応の手法を NHC・ボランに適用することでアリールボロン

化合物が得られることを明らかにした。以上のように電子の能動的制御法として多くの知見を得るこ

とができており、これらの手法が革新的反応開発に十分に適用できることも実際の反応開発で証

明することができた。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）白川グループ 

① 研究代表者：白川 英二 （関西学院大学生命環境学部 教授） 

② 研究項目 

・電子制御法の多面的検証 （光、 塩基） 

・反応機構解析      （スペクトル測定） 

・革新的反応開発     （アリール・アルケニル化反応） 

・実用化反応       （医薬品、電子材料合成） 

 

（2）安倍グループ 

① 主たる共同研究者：安倍 学 （広島大学大学院先進理工系科学研究科 教授） 

② 研究項目 

・反応機構解析      （スペクトル測定、量子化学計算） 

 

（3）小池グループ 

① 主たる共同研究者：小池 隆司 （日本工業大学基幹工学部 准教授） 

② 研究項目 

・電子制御法の多面的検証 （光） 

・反応機構解析      （スペクトル測定） 

・革新的反応開発     （アリール・アルケニル化反応、 アルキル化反応、 

反応集積化、選択的反応） 

・実用化反応       （医薬品、電子材料合成） 

 

（4）西形グループ 

① 主たる共同研究者：西形 孝司 （山口大学大学院創成科学研究科 教授） 

② 研究項目 

・電子制御法の多面的検証 （光、塩基、金属） 

・反応機構解析      （スペクトル測定、量子化学計算） 

・革新的反応開発     （アルキル化反応、 反応集積化） 

・実用化反応       （医薬品、電子材料合成） 

 

 

（5）野上グループ 

① 主たる共同研究者：野上 敏材 （鳥取大学大学院工学研究科 教授） 

② 研究項目 

・電子制御法の多面的検証 （電極） 

・反応機構解析      （スペクトル測定） 

・革新的反応開発     （反応集積化） 
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・実用化反応       （電解自動合成装置への実装） 

 

(6)谷口グループ 

① 主たる共同研究者：谷口 剛史 （金沢大学医薬保健研究域 助教） 

② 研究項目 

・電子制御法の多面的検証 （光、塩基、電極） 

・反応機構解析      （スペクトル測定） 

・革新的反応開発     （アリール・アルケニル化反応、アルキル化反応、 

反集積化） 

・実用化反応       （医薬品、電子材料合成） 
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